
（様式 2-1） 

令和４年度三重大学国際交流事業実施報告書（学内版） 

 

１．申請部局 

 学部・研究科名等：工学研究科            

 

事業担当者の職・氏名：研究科長・池浦 良淳     

 

内線電話番号：9361   

 

電子メール：ikeura@mach.mie-u.ac.jp   

 

 

２．事業の名称（20字以内，別に副題を付けても良い） 

 

   ７研究領域国際シンポジウムの開催と国際化教育プログラムの推進  

 

 

 

３．事業内容の別（該当するところにチェックを入れてください。） 

 

□教職員，学生の海外派遣（学会やシンポジウム等の出席は除く） 

 

□海外交流機関等からの教職員，学生の受け入れ 

 

□国際教育プログラムの開発や推進 

 

☑その他 

 



（様式 2-2） 

４．事業の取組結果 

（１）事業概要（簡潔に事業全体の概要がわかるように記述してください） 

工学研究科の７研究領域では、毎年、各領域の特徴・特色のある国際シンポジウム

を実施している。本年度も、具体的な実施形態は各領域で異なるが、公用語を英語と

し、学生の英語口頭発表、英語ショートプレゼンテーション・ポスター発表、また当

該分野で活躍する外国人研究者の招待講演を中心とした国際シンポジウムをオンライ

ン ZOOMを利用して開催する。また、指導教員や英語教員による事前・事後英語教育や、

招聘研究者との共同研究や交換留学(協定等含む)を視野にした打合せも行い、国際化

教育プログラムの推進を図る。 

 

（２）事業の背景・これまでの実績 

工学研究科は専攻横断的に７つの研究領域（A領域:ロボティクス・メカトロニクス，

B領域:地球環境・エネルギー，C領域:情報処理・情報通信，D領域：ライフサイエン

ス，E 領域:ナノサイエンス・ナノテクノロジー，F 領域：先進物質・先進材料，G 領

域：社会基盤・生産）を設け、地域・国際的課題に対する迅速で柔軟な研究体制の整

備とともに、大学院（博士前期課程）の国際化教育の充実化を図ってきた。その一環

として、各研究領域で工学研究科主催研究領域国際シンポジウムを２０１１年度から

毎年開催し、学生の国際会議・英語論文発表の促進や国際交流の推進など数多くの成

果を挙げ、工学における教育と研究の国際化を通じた「持続可能社会」を構築してき

た。 

 

（３）事業実施結果 

①Ａ領域国際シンポジウム 

２０２２年１２月１日（金）に、ロボティクス＆メカトロニクス研究領域の国際シ

ンポジウムを三翆ホール・小ホールで開催した。ロボット、制御、人間-機械共生、自

然エネルギー分野における研究成果について、本研究科大学院生２８名による講演が

行われ、有意義な討議が行われた。外国人研究者による講演会は、Ｃ領域と合同で、

９月２７日（水）にドイツの Reutlingen University の Thorsten Zenner 教授より、

Decentralized Hydrogen infrastructure (分散型水素インフラ)と題する招待講演を

対面・オンラインのハイブリッド方式で行っていただいた。本講演は SDGsの１７の目

標の中の７番目の「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」と１３番目の「気候変

動に具体的な対策を」に関係しており、水素を活用したエネルギー供給を経済的に実

現するための取り組みを、ロイトリンゲン大学におけるプロジェクトの紹介を含めて

講演が行われた。講演内容は、A 領域と C 領域と関係が深く、参考になる点が多々あ

った。 

 

②Ｂ領域国際シンポジウム 

２０２２年９月２日（金）に、地球環境・エネルギー(Ｂ研究領域)国際シンポジウ

ムをオンライン ZOOMで開催し、多数の聴講があった．環境エネルギー関連の研究テー

マについて、招待講演１件、本研究科大学院生による口頭発表１７件があった。招待



講演では、インドの GH Raisoni College of Engineering Nagpur の Prema Daigavane

による講演が行われた。 

 

③Ｃ領域国際シンポジウム 

２０２２年９月２７日(火)から２８日（水）にかけて、環境・情報科学館３F と講

堂小ホールにおいて、情報処理・情報通信Ｃ研究領域の国際シンポジウムが開催され

た。情報工学専攻のコンピュータ・ソフトウェア、コンピュータ・アーキテクチャ、

コンピュータ・ネットワーク、パターン情報処理、人間情報学、ヒューマンインタフ

ェース教育研究分野、電気電子工学専攻の通信工学、情報処理、計算機工学教育研究

分野、物理工学専攻のナノセンシング教育研究分野の研究成果が、各教育研究分野所

属の大学院生５２名によりポスター発表により発表がなされた。外国人研究者による

講演会は、Ａ領域と合同で、９月２７日（水）にドイツの Reutlingen University の

Thorsten Zenner教授より講演がなされた。 

 

④Ｄ・Ｆ領域国際シンポジウム 

２０２２年９月２８日(水)～29日(木)にライフサイエンス（Ｄ）及び先進物質・先

進材料（Ｆ）研究領域国際シンポジウムを、三翠ホールも使用しながら、対面、オン

ライン併用のハイブリット方式で共同開催した。２８日は、生体システム工学、分子

生物工学、生体材料化学、有機エレクトロニクス、高分子設計化学、有機精密化学、

有機機能化学、エネルギー変換化学、分析環境化学、有機素材化学、無機素材化学の

各教育研究分野における研究成果について、大学院生７５名が英語よる口頭発表を行

った(うち一部は修士論文の中間発表も兼ねる)。発表件数が多いため質疑応答の時間

を設けず、代わりに後日 Moodleを利用した質疑応答を行なった。２９日の招待講演で

は、タイのチュラーロンコーン大学の Assoc. Prof.Ratana Rujiravanit (ラタナー・

ルジラワニト)博士に「Solution plasma process as a tool for modification of 

chitosan」と題して、マイクロ・ナノバイオサイエンスの最新研究成果に関する講演

を行っていただいた。 

 

⑤Ｅ領域国際シンポジウム 

２０２２年１１月１６日（水）にナノテクノロジー＆ナノサイエンス（Ｅ）研究領

域国際シンポジウムを、講堂・小ホール及びホワイエにおいて対面形式で開催した。

参加者数は６０名で、オプトエレクトロニクス、有機エレクトロニクス、量子エレク

トロニクス、高周波フォトニクス、量子ナノ機能科学、ナノ材料物理化学、ナノデザ

イン、物性物理学、量子物理学教育研究分野における研究成果について、本研究科大

学院生３８名によるショートプレゼンテーション及びポスター発表があった。招待講

演では、中国の Manteia Tech Ltd.の Cungeng Yang 博士により、最新の研究成果につ

いて報告があった。 

 

⑥Ｇ領域国際シンポジウム 

Ｇ領域国際シンポジウム（招待講演：イタリア１名） 

２０２２年１１月２日(水)に、国際シンポジウム：INTERNATIONAL SYMPOSIUM, 



Research Region G, 2022 (Infrastructure and Production) をオンライン ZOOM で開

催した。機械工学、物理工学、建築学にまたがる各教育研究分野における研究成果に

ついて、本研究科大学院生１４名によるプレゼンテーション（口頭発表７件及びポス

ター発表７件）があった。招待講演では、イタリアの Accademia di Belle Arti Venezia

（Venice）の Lighting designerの Nevio Cavina教授（Academy of Fine Arts（Venice）

の教授も兼務）による講演が行われた。 

 

（４）事業の意義 

本事業の意義には、①協定校等の大学・研究機関との組織的な連携、研究領域によ

る分野戦略的な連携、共同研究等の教員レベルによる連携、本学卒業生・修了生・元

本学教員による同窓生連携を再強化し、留学生の受入れ数を一層増加させ、②専攻に

よる高い専門的な基礎力と応用力を教授するとともに７つの研究領域の専攻横断型な

実践的体制により、専門分野の垣根を超えて多様な人々と連携できる能力を養い、③

三重県地域や世界で将来活躍する工学人材を輩出する出口戦略など、専攻の枠を超え

て分野横断型の国際化工学教育研究の推進が挙げられる。 

 

（５）事業の発展性 

本年度のオンラインによる国際シンポジウムの開催は本事業の継続・発展を図るう

えで重要な位置づけにあった。来年度以降も領域国際シンポジウムの開催を予定して

いる。 

 

（６）中期目標・中期計画における位置づけ 

以下、中期目標４その他の目標（１）グローバル化に関する目標に該当 

１（大学と地域のグローバル化推進）世界で活躍できるグローバル人材を育成し、国

際教育・国際共同研究を充実させるために、地域社会や世界各国の大学との交流活動 

を活発化させ、海外の大学等との学生と研究者の相互交流を増加させる。 

２ （海外大学との交流の実質化）国際交流活動により、多様な考え方を理解できる人

材を育成し、国際的な連携研究を促進させ、新規研究課題を発見・解決するために、

海外の大学との戦略的なパートナーシップを構築する。 

 

（７）その他 

特になし 
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５．事業に係る経費執行結果 

事 業 費 
事業費の内訳 

助成金額 自己負担額 

①＋②  291.36  （千円） ①   191  （千円） ②  100.36 （千円）   

経費区分 金額（千円） 積算内訳 

１）旅費 

 

 

 

 

 

２）消耗品 

 

 

 

 

 

３）役務 

 

 

 

 

 

４）謝金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成分  171.36 

 

 

 

 

 

助成分  19.64 

学部等負担分 100.36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バンコク ⇔ 津 

講師 旅費等 171.36千円 

 

 

 

 

講師謝金 120千円 

（20×2名＝40千円） 

（30×1名＝30千円） 

（50×1名＝50千円） 

助成分 19.64千円 

学部等負担分 100.36千円 

合  計 
助成分  191 

学部等負担分 100.36 
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令和３年度三重大学国際交流事業実施報告書（一般公開：日本語版） 

 

 「一般公開しない」 
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令和３年度三重大学国際交流事業実施報告書（一般公開：英語版） 

 

  「一般公開しない」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 




